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ヒッグス粒子の精密測定に貢献 

世界最大、8 インチピクセルアレイディテクタの開発に成功 

HL-LHC 実験に向け 2 月 27 日より本格供給開始 

 

2023 年 2 月 14 日 
 
本社：浜松市中区砂山町 325-6 
代表取締役社長：丸野 正（まるの ただし） 

 

当社は、これまで培ってきた光半導体素子の製造技術を応用し、高輝度大型ハドロン衝突

型加速器（以下HL-LHC）実験におけるCMS実験装置に向け、高放射線耐性で高エネルギー

物理学用途では世界最大のフォトダイオード（PD）アレイである「8インチピクセルアレイ

ディテクタ」を開発するとともに量産体制を確立しました。 

当社は、HL-LHC実験の前身であるLHC実験向けにも光半導体素子を納入し、ヒッグス粒

子（※）の発見に貢献しました。HL-LHC実験で求められる高放射線耐性、大面積化に対応

した本製品により、ヒッグス粒子の精密測定やダークマターの探索などの新たな研究に貢

献できると期待しています。 

本製品は、2月27日（月）より本格供給を開始します。 

※ ヒッグス粒子：素粒子の一種で万物の質量の起源とされるが、詳しい性質はまだよく分かってい

ない。 
 
＜本製品の特長＞ 

本製品は、ガンマ線や電子などの放射線のエネルギーを測定する、高エネルギー物理学用

途では世界最大となる高放射線耐性のPDアレイです。 

PDアレイは、放射線が入射すると感度が低下します。高電圧をかけることで感度の低下

を抑えることができますが、これは通常、破損の原因となります。初期宇宙の状態を再現す

るHL-LHC実験において、本製品を透過する放射線の量は1cm2あたり中性子換算で1.5京個分

にも上りますが、このような過酷な放射線環境下においても特性を維持することが求めら

れます。当社は、800Vの高電圧をかけても動作する、高放射線耐性で直径が6インチのウエ

ハから一つだけ作ることができる大面積のPDアレイの試作に成功しましたが、デッドスペ

ースやコストを削減するため、欧州合同原子核研究機構（CERN）からはさらなる大面積化

が求められていました。 

今回、より面積の大きいウエハを材料として使用するため、直径が8インチのウエハに対

応した製造装置を新たに導入するとともに、これまで培ってきた光半導体素子の製造技術

を応用し、製造条件を一から見直しウエハ上に形成する膜の厚さや不純物の濃度などの均
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一性を高めました。この結果、従来と同等の高放射線耐性ながら、PDアレイの面積を約2倍

まで大型化することに成功しました。同時に、PDアレイのすべてのチャネルを検査するこ

とができる専用の検査装置を新たに立ち上げることで、HL-LHC実験で求められる高放射線

耐性、大面積化に対応した本製品の量産体制を確立しました。 

本製品は、HL-LHC実験におけるCMS実験装置に向け、2月27日（月）より本格供給を開始

します。2025年の夏ごろまでに27,000個を完納することで、ヒッグス粒子の精密測定やダー

クマターの探索などの新たな研究に貢献できると期待しています。 
 

＜開発の背景＞ 

CERNでは現在、ヒッグス粒子の精密測定や未知の物質であるダークマターの探索などに

向け、陽子同士の衝突頻度をLHC実験より高めたHL-LHC実験の準備を進めています。衝突

頻度を高めることでより多くのデータを得ることができますが、発生する放射線のエネル

ギーが従来よりも高くなるため、エネルギーを測定するためのPDアレイには高い放射線耐

性が要求されます。また、大面積化も求められていたことから、当社は高放射線耐性で大面

積のPDアレイの開発に取り組んできました。 
 

＜LHC 実験における当社の役割＞ 

当社は、CERNによるLHC実験において、粒子の飛跡検出器としてシリコンストリップデ

ィテクタ（SSD）を、放射線のエネルギーを測定するカロリーメーターとして光電子増倍管

（PMT）とアバランシェフォトダイオード（APD）を開発、納入しました。LHCは全周約27km

と世界最大の加速器で、光速近くまで加速した陽子同士を衝突させることで、ごくまれに生

じるヒッグス粒子を検出します。2012年、LHC実験によりヒッグス粒子が初めて発見され、

フランソワ・アングレール名誉教授、ピーター・ヒッグス名誉教授がノーベル物理学賞を受

賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LHC の様子 

スイス、ジュネーブの郊外の地下約100mに全周27kmにおよぶLHCプロジェクトの

加速器がある。この加速器をアップグレードし、HL-LHC実験を行う計画。 
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報道関係者には、写真をデータで提供しますので、広報室までお申し付けください。 

 

この件に関するお問い合わせ先 
■報道関係の方 浜松ホトニクス株式会社 広報室 野末迪隆  
〒430-8587 浜松市中区砂山町 325-6 日本生命浜松駅前ビル 
TEL053-452-2141 FAX053-456-7888 E-mail: nozue-m@hq.hpk.co.jp 
時間外は、携帯電話 080-8262-0374 へお願いします 
■一般の方 浜松ホトニクス株式会社 固体事業部固体営業推進部 大橋裕人 
〒435-8558 静岡県浜松市東区市野町 1126-1 
TEL053-434-3311 FAX053-434-5184 E-mail: yu-ohashi@ssd.hpk.co.jp 

8 インチピクセルアレイディテクタ 


